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①日本最先鋭のコンテンツ創出力
【動画・放送スタジオ「tsulunos」】

◼開設日： 令和２年４月２４日

（県庁舎32階 南フロア）

◼設置費： 1億１,６８４万円

◼外 観： ガラス面を大きく取り

木の温もりが感じられる

開放的で洗練された空間

◼面 積： ６０㎡（スタジオ約３６㎡、ミキサー室約２４㎡）

◼名 称： 県の形として親しまれる「鶴」が、様々なアイディアの卵

をふ化させ、飛び立たせる「巣」をイメージ



①日本最先鋭のコンテンツ創出力

【tsulunos開設の背景】

「県民が必要とする情報を動画でタイムリーかつローコスト

で伝える」ことが十分にできていなかった。

県からの情報を動画で、タイムリーかつローコストにお届けする
ために、放送スタジオや撮影・編集機材等を整備



①日本最先鋭のコンテンツ創出力
【動画のクオリティ確保】

◼動画を一般公開する前に、tsulunos室職員
による「クオリティチェック(※)」を実施
※「音量バランス」「映像の乱れ」「動画
の見やすさ」等を確認し、修正すべき点
があれば制作所属に差し戻す

◼クオリティチェックシートに沿って確認す
るため、個人差を最小限に抑えられる

◼担当と上長による２重チェックにより動画
のクオリティを確保

撮影・編集

ＱＣ１(担当)

ＱＣ２(上長)

動画公開



①日本最先鋭のコンテンツ創出力

【職員の能力向上】

◼始めて動画制作に携わる職員向けに
「動画制作の基礎研修」を実施

◼新規採用職員研修にも動画制作研修を
組み込み

◼「話し方」「撮影」「編集」等の研修を
座学、実習、動画配信で実施

◼機器操作マニュアル、撮影時の注意事項
等を整備



群馬県 道の駅 全制覇の旅
tsulunos室員がリポーターとして

県内の道の駅情報をお届け

①日本最先鋭のコンテンツ創出力

グンマー×ヤンバー
八ッ場ダムや周辺の観光施設情報を

県職員がご紹介

3分でわかる○○課
県庁の各所属が担当する業務などを

ご紹介

オンラインサポート授業
休校中の児童生徒向けに200本以上

を公開し、在宅学習を支援

県営ワクチン接種センター予約方法
LINEのインストール方法から実際の

施設予約までを案内

各種制度の利用促進
県のさまざまな制度を分かりやすく

紹介して利用を啓発

Ｈ
ｏ
ｗ
ｔ
ｏ
動
画

シ
リ
ー
ズ
動
画



◼県職員が日常的に企画・撮影・編集を行い、
高品質な動画を発信することが可能になった。

◼職員のクリエイティブ能力が高まり、
自主的な広報活動が活発になった。

○稼働から３年間の動画制作数＝約5,０００本

○ 〃 総最生回数＝約2,200万回

○ 〃 チャンネル登録者数＝約3.6万人

※再生回数だけを求めるのではなく、必要な情報をしっかり

とお届けするため多様なメディアを活用した情報発信に

取り組むことが必要

⇓

本県独自のメディアミックス構築が必要

①日本最先鋭のコンテンツ創出力【効果検証】



②独自のメディアミックスを駆使した情報発信
【より多くの人に情報を届けるために】

◼動画の掲載先をYouTubeチャンネル
「tsulunos.jp」に一元化し、見やすく
カテゴリ分けしたポータルサイトを構築

◼県広報紙やSNS、地元マスメディア
とのコラボ（メディアミックス）による
相乗効果で、幅広い年代層にリーチ

tsulunos fm 県公式LINE tsulunos PLUStsulunos公式Twitter



②独自のメディアミックスを駆使した情報発信

【さらなる情報発信・拡散に向けて】

メディアミックス戦略高度化事業（R5年度～）

県の広報を県内外に､より広範囲・高効果で実施するため､

国内主要テレビ局やＷｅｂ、雑誌など、

を実施

⇓
具体的な実施方法を検討中



ご意見をいただきたいこと

①tsulunosの県民認知度向上の方策
→tsulunosを多くの県民に知っていただくためには
さらにどのような取組が必要か

②効果的なメディアミックスの手法
→Webでの情報発信をメインに考えているが
テレビや新聞等をどの程度考慮するべきか

③映像による情報発信の有効性
→今後、どのような映像が県の魅力発信のために
効果的か


